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文論
教科書審査事件
　国定教科書への道
日向野徳久
1．はじめに
　明治36年（1903）5月27日第18回帝国議会において，憲政本党は内閣の批
政を弾劾する2つの決議案を出した。
　1は高田早苗外3名から提出された教科書審査事件に対する決議案，1は
藤沢幾之輔議員外3名から提出された取引所事件に関する決議案であった。
　教科書審査事件（以下教科書事件という〉に関する決議案は
　　近時教科書審査ノ事二関シ知事書記官視学官ヲ始メ右審査に関係アル者
　収賄ノ嫌疑ヲ受ケテ続々検挙セラレ有罪ノ判決ヲ受ケタル者亦　ナカラス
　是レ政府当局者ノ怠慢二起因スル教育ノ大鍛瑛ニシテ失態之レヨリ甚シキ
　ハナシ抑教科書審査ノ制ハ多大ノ弊害アルコト高等教育会議モ亦之ヲ認メ
　前年之力改善ノ方法ヲ議決セシモ当局者ハ冷然トシテ旧制ヲ存続シ為二益
　々害毒ヲ蔓延セシメ遂二今日ノ失態ヲ暴露スルニ至レリ
　　右ハ現内閣失政中ノ重大ナルモノナリ故二現内閣ハ其ノ責二任スヘシ弦
　二之ヲ決議ス
というものであった。高田議員の提案理由説明の後，菊地大麓文部大臣は，
　「小学校教科書審査については，審査会の組織を改めてのち教科書舜及び
　運動者に対し，厳密な罰則を設ける等制度上常に，商量審議を怠らなかっ
　たし，また実施運用上も常に地方長官に訓示し，正当な審査をなさしめる
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　ことに努め，行政上の処分または司法上の告発もなすべきものはなしたに
　もかかわらず，弊害が絶えないのは遺憾なことではあるが，政府は衆議院
　の建議をも考慮し教科書国定の方法を立てたから，現政府は小学校教科書
　に関し施設を誤ったとは信じない。」
と発言，政友会の竹越与三郎議員から，本案の末項を「衆議院ハ文部大臣ガ
以上ノ非違二対シテ責任ヲ負フヘキモノト議決ス」と改める修正案が提出さ
れ，採決の結果右修正案は「文部大臣」を「当該大臣」と改めて可決された。
　菊地文相が「国定の方法を立てた」と答えているのは，これより先4月13
日勅令第74号を以て小学校令を改正して，従来の小学校図書審査会を廃止し
て国定教科書となし，明治37年（1904）4月1日より施行することとしたこ
とをいっているのである。
　明治33年（1900）には北清事変が国民の耳目をうばい，連合国軍の勝利，
なかんずく日本軍の活躍ぶりに興奮，それが一応沈静化するとともに，ロシ
ア帝国の脅威とこれに対する敵1氣心と恐怖感といり交った非常時意識に燃え
たっているとき，国内的には東京市参事会員の収賄事件が新聞をにぎわし，
さらにその間題から星亨逓信大臣への非難攻撃へと発展した。いつも新聞記
事は正義の味方であり，一度その標的とされると，新聞はますます正義の筆
諌を加えることに熱中する。果して東京市参事会員の収賄が先か，星亨の傍
若無人と傲岸への敵視から攻撃の機会をうかがっていたところへ，収賄事件
という好餌がころがりこんだのかは述べる必要もないことであるが，星亨も
また東京市参事会員であった。星攻撃は星の逓信大臣辞職のみにとどまらず，
翌34年（1901）6月21日東京市参事会例会の席上突然入って来た伊庭想太郎
に刺殺されるという事件へと発展した。収賄事件はこれだけではない。明治
33年（1900）11，月29日国民新聞は「陸海軍に疑惑深し」と収賄事件の風説を
伝えている！2）
　外はあげてロシアの侵略の危機に脅えながら，国内は腐敗事件と政争，さ
らに足尾鉱毒事件，明治34年（1901）12月10日前代議士田中正造直訴事件と，
世人の注目を浴びる報道材料にこと欠かなかったが，それらの事件からひき
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つづいて，さらに規模・質ともにさらに大きな収賄事件として国民の関心を
あつめたのが教科書審査事件であった。
2．小学校図書審査会制度
　さきに教科書事件がおこったとのべた。だがこれは適当な表現ではないか
も知れない。売りこみをなすものと，これが採否を決定する権限を有するも
のがあるかぎり，いつでもどこでも起り得る事件であり，売りこみに成功し
たときの利益が大きければ大きいほどその可能性は大きい。この事件も発覚
した，あるいは摘発されたというべきであり，さらにあるいは現在でも内在
している問題かも知れない。
　小学校の教科書は明治10年代の後半までは，各府県がその採用を文部省に
届け出る制度であったが，16年（1883）7月文部省は今後小・中・師範学校
等の教科書を採用または変更する時は，文部省の認可を得ることとして統制
の強化をはかった。府県においては形式的には採用決定権は知事にあったが，
実際には学務部長がその権を握っており，学務部長に対する教科書会社の売
りこみがはげしかった。この認可制はその弊を除くためのものであったが，
また検定制度への1段階として位置づけられるべきものでもあった。
　ついで明治19年（1886）4月10日森有礼文部大臣による学制改革，すなわ
ち勅令第14号「小学校令」が公布されたが，その第13条に「小学校ノ教科書
ハ文部大臣ノ検定シタモノニ限ルベシ」と規定，同年5月10日それにもとず蓄
いて文部省令第9号をもって「教科書用図書検定条例」が公布され，翌20年
3月25日には訓令3号「公私立小学校教科用図書採定方法」を設け，検定に
合格した教科書を府県単位で採用を検討するための審査委員会を設置するこ
ととした。もちろん学務課長と教科書会社との間にとかくの噂がたえなかっ
た弊を除くためのものであり，小学校図書審査委員会の設置は一応の進歩と
評価することができる。
　小学校図書審査委員会は，　「師範学校長または学校長補・学務課員1名・
師範学校教頭および附属小学校上席訓導・小学校教員3名・該地方経済上の
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情況に通ずるもの2名」をもって構成するものであったが，さらに明治23年
（1890）10月7日勅令215号による小学校令改正により
　第16条　小学校ノ教科用図書ハ文部大臣ノ検定シタルモノニ就キ小学校図
　書審査委員二於テ審査シ府県知事ノ許可ヲ受ケタルモノニ限ルヘシ
　審査委員ハ府県二置キ府県官吏府県参事会員　尋常師範学校長　教員及
　小学校教員ヲ以テ之ヲ組織ス
　審査委員及審査二関スル規則ハ文部大臣之ヲ定ム
となし，　「地方経済上ノ情況二通ズル者」を「府県参事会員」と変更した。
府県参事会員とは府県会規則により，府県会議員により府県会議員中から選
出される。
　栃木県ではそれにもとずいて明治25年（1892）小学校教科用図書審査細則
を制定した。
　栃木県令第30号
　明治25年（1882）3月22日　　　　　　　　栃木県知事　折田平内
　第1条　小学校図書審査委員ハ小学校教科用図書ヲ新定又ハ更定スルニ方
　　　リ其都度之ヲ命スルモノトス
　第2条　教科用図書ハ1科目ニツキー種ノ図書ヲ採択スルモノトス
　　　但学校ノ修業年限二応シ別二採択スルモ妨ケナシ
　第3条　審査会ハ委員半数以上出席スルニアラサレハ開クコトヲ得ス
　第4条　審査会ノ決議ハ過半数二依ル可否同数ナルトキハ委員長ノ決スル
　　　所二依ル
　第5条　審査会ノ議事細則ハ審査会二於テ之ヲ定メ知事ノ認可ヲ得ヘシ
　第6条　審査委員中名誉職参事会員及小学校教員ニハ旅費日当ヲ給ス其額
　　　及支給方法ハ別二定ムル所二依ル
　第7条　審査委員長二於テ審査ノ顛末ヲ具申スルトキハ左式ノ教科用図書
　　　表ヲ添フヘシ
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教科目 図書名　冊　数　定　価　著者訳者編者　出版年月日 出版者
栃木県小学校図書審査委員はさらにその3年後これが実施のため，明治28
年（1895）3月4日その委員を任命し，同日附栃木県令第39号をもって公布
した。
下野私立教育会雑誌（3）には「図書審査会」と題して
　吾人ともに図書査定の必要を感ずること久しかりしが，愈本県庁は本月
　4日審査委員を命じ，直ちに其の取調に従事せしめ，同12日僅に9日間に
　して，本誌官報欄内第39号達の併用良籍を採るを得たるのみならず，其問
至極静穏なりしは賀すべきの事どもなり。是より児童教育上に一入の効益
　を見るべしと信ず。其の委員諸氏左の如し
委員長　坂本　俊健　書記官
員??????里村勝次郎　師範学校長
中根明　中学校長
坂本竜
大橋唯雄
神谷厚　県属
岩崎精太郎　訓導
?????? ?????????????造???
　ここにいう常置委員とは県名誉職参事会員のことである。明治25年（1892）
栃木県令第30号の審査委員に名誉職参事会員とあり，明治28年（1895）栃木
県令第39号に常置委員とある。常置委員とは明治11年（1878）7月太政官布
告第18号r府県会規則」によるものであり，名誉職参事会員とは明治23年（
1890）5月の法律第215号「府県制」によるものである。栃木県において府県
制を施行したのは明治30年（1897）10月1日（栃木県告示第202号）からであ
った。　そのことからの錯雑であり，栃木県の名誉職参事会員は府県制施行
後の呼称である。なお委員長の県書記坂本俊健は明治29年（1896）4月1日
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拓殖省参事官兼書記官に転じ，森田茂吉が書記官として来任，栃木県小学校
図書審査会の委員長に任ぜられた。
　その後審査委員は明治33年（1900）8月20日勅令第344号小学校令改正によ
り，審査委員から小学校教員，参事会員などを除去し，府県書記官・府県視
学官・府県視学・師範学校長・教諭2名・府県立中学校長1名・府県立高等
女学校長1名・郡視学2名を以て構成されることとなった。参事会員を除去
し服務規律に従うもののみとしたのは，教科書会社の運動を排除するための
手段だったと思われる。
　明治28年（1895）から同37年（1904）の教科書国定にいたるまでの問にお
ける栃木県の審査採択教科書は次の通りである！5）
　明治28年4月1日より施行，但尋常小学校用算術，図画，唱歌及高等小
学校用算術・図画・唱歌・農業・英語の教科書は明治22年より使用のもの
を襲用す。
尋常小学校用図書表
教科目 図　書　名 冊数 出版年月日 著　者 発行者
修　身
尋常　修身教範
小学　　　生徒用
4明治27年3月26日
　　　　訂正再版
池永　厚
須永和三郎
辻　　太
尋常　修身教範
小学　　　教師用
4 同　　前 同　前 同　　前
実験　日本修身書
　　入門生徒用
3明治26年5月5日渡辺　政吉 金港堂
同　　前　教師用 1 同　　前 同　前 同　　前
実験　日本修身書
　　　　　生徒用
9明治26年6月27日同　前 同　　前
同　　前　教師用 3明治26年9月7日同　前 同　　前
…士　　圭肖冗　　目 訂　正　帝国読本 8明治27年8月11日
　　　　訂正4版
学海指針社 小林八郎
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…士　　童日冗　　日 尋常　新体読本
小学
8明治27年8月15日金港堂 金港堂
習　字
明治習字帖
　　尋常小学校用
8明治27年ll月17日
　　　　訂正
文　学　社
村田浩蔵書
小林義則
尋常小学
　　　習字帖
8明治27年1月15日
　　　　訂正
土岐秀苗
三宅敬蔵書
内藤
恒右衛門
補習科
曇士　　圭両冗　　日
実用　　補習読本 6明治27年4月10日
　　　　訂正再版
金港堂 金港堂
補　習　読　本 4明治27年2月27日
　　　　訂正
山県悌三郎 小林義則
高等小学校教科用図書表
教科目 図　書　名 冊数 出版年月日 著　者 発行者
高等小学修身教範
　　　　　生徒用
4明治27年4月10日
　　　　訂正再版
池永　厚
須永和三郎
辻　太
高等小学修身教範
　　　　　教師用
4 同　　前 同　前 同　　前
実験　日本修身書
　　　　　生徒用
12明治26年10月13日渡辺　政吉 金港堂
実験　日本修身書
　　　　　教師用
4明治26年12月31日
　　　　訂正再版
同　前 同　　前
修　身 末松氏　修身女訓
　　　　　生徒用
4明治26年9月4日
　　　　訂正再版
末松　謙澄 末松謙澄
末松氏　修身女訓
　　　　　教師用
4明治26年12月31日
　　　　訂正再版
同　前 同　　前
女徳宝鑑　生徒用 4明治27年4月17日
　　　　訂正再版
安積　五郎
田中　登作
辻　　太
女徳宝鑑教師用 4 同　　前 同　前 同　　前
普士　　圭肖冗　　日 高等科用
　　　帝国読本
8明治27年3月6日
　　　訂正再版
学会指針社 小林八郎
高等科用
　　　　新体読本
8明治27年11月6日
　　　　訂正再版
金港堂 金港堂
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習　字 明治習字帖 4明治27年2月17日　文学社
村田浩蔵書
小林義則
高等小学習字帖 4明治27年1月15日
　　　　　　訂正
土岐秀苗
三宅敬造書
内藤
恒右衛門
高等小学
　　　女子習字帖
8明治26年9月24日
　　　　訂正再版
小野鋼之助 吉川半七
小学習字帖
　　　　　女子用
8明治26年12月16日
　　　　　　訂正
東京府教育?????? 丸山義山
地　理 日本地理初歩甲種 2明治26年8月19日
　　　　訂正再版
学海指針社 小林八郎
万国地理初歩 2明治27年1月10日
　　　　訂正再版
同　前 同　　前
高等科復習用
　　　　日本地理
1 同　　前 同　前 同　　前
改訂小学新地理 3明治26年8，月25日
　　　　　　3版
坪井　　祥 神戸直吉
小学新地理
　　　　　補習用
1明治27年12月15日
　　　　　　再版
同　前 同　　前
歴　史 帝国小史　甲号 2明治26年8月31日
　　　　　　訂正
山県悌三郎 小林義則
帝国小史捌定乙号 2明治27年6月12日同　前 同　　前
帝国小史
　　　第3学年用
1明治27年11月12日
　　　　訂正再版
同　前 同　　前
高等小学新歴史 4明治27年3月11日
　　　　　　再版
岡村増太郎 八尾新助
理科 小学理科
　　　　新書甲種
4明治26年10月3日
　　　　訂正再版
学海指針社 小林八郎
同　　前教師用 4 同　　前 同　前 同　　前
同　　前　　乙種 2明治27年2月12日
　　　　訂正再版
同　前 同　　前
同　　前　教師用 2 同　　前 同　前 同　　前
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理　科 小学理科　生徒用　　4明治27年2月9日
　　　訂正再版
西村正三郎 辻　　太
　明治33年（1900）4月1日より施行
　尋常小学校の算術・唱歌教師用図書・尋常小学校補習科の読書・高等小
学校の算術・唱歌・農業および英語の教科用図書は従前のものを用ふ。
　　　　　　　　　　尋常小学校教科用図書表
教科目 図　書　名 冊数 出版年月日 著　者 発行者
修　身 尋常小学修身書
　　入門　生徒用
2明治32年12月27日
　　　　訂正再版
金港堂 金港堂
同　　前　教師用 1 同　　前 同　前 同　　前
尋常小学修身書
　　　　　生徒用
6 同　　前 同　前 同　　前
同　　前　教師用 3 同　　前 同　前 同　　前
壬士　　圭面冗　　日 修正小学読本
　　　　　尋常科
8明治32年11月23日
　　　　修正6版
同　前 同　　前
図　画 新案小学画手本 4明治29年4月6日浅井忠 同　　前
日本臨画帖 8明治30年4月14日白浜徴 大日本
　図書㈱
習　字 国語書方手本
　尋常小学校用
8明治35年8月4日
　　　修正4版
下野私立
　教育会
榊原友吉
高等小学校教科用図書表
教科目 図　書　名 冊数 出版年月日 著　者 発行者
修　身 高等小学修身書
　　　　　生徒用
4明治32年12月20日
　　　　訂正再版
金港堂 金港堂
同　　前　教師用 4明治32年12月31日
　　　　訂正再版
同　前 同　　前
高等日本修身書
　　　　　女児用
4明治35年8月10日
　　　　訂正再版
文学社 小林義則
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修　身 同　　前　教師用 4明治32年12月31日
　　　訂正再版
同　前 同　　前
…士　　堂両冗　　臼 小学読本　高等科 8明治32年11月28日
　　　修正6版
金港堂 金港堂
地　理 新定地誌 4明治32年3月8日
　　　訂正再版
文学社 小林義則
新定地誌附図 2明治32年4月14日
　　　訂正再版
同　前 同　　前
歴　史 小学日本国史 4明治32年12月31日
　　　訂正再版
中根淑 金港堂
理科 新撰小学理科書 4明治36年11月1日　　　訂正再版
学海指針社 小林八郎
図　書 新案小学画手本 9明治29年2月13日浅井　　忠 金港堂
高等小学
　　　日本臨画帖
8明治31年6月23日白浜徴 大日本
　図書㈱
日本臨画帖 8明治30年4月14日同　前 同　　前
習　字 国語書方手本
　高等小学校用
8明治35年5，月31日
　　　訂正再版
下野私立
　教育会
榊原友吉
明治34年（1901）4月1日より施行
前掲教科書中改正したもの
　　　　　　　　　尋常小学校教科用図書表
教科目 図　書　名 冊数 出版年月日 著　者 発行者
修　身 修正尋常小学修身
　書入門　児童用
2明治33年12，月25日
　　　　修正3版
金港堂 金港堂
尋常小学修身書
　　入門　教師用
1明治32年12月27日
　　　　訂正再版
同　前 同　　前
修正尋常小学
　修身書児童用
6明治33年12月25日
　　　　修正再版
同　前 同　　前
尋常小学修身書
　　　　　教師用
3明治32年12月27日
　　　　訂正再版
同　前 同　　前
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…士　　圭両冗　　日 修正小学読本
　　　　尋常科
8明治34年1月9日
　　　訂正再版
同　前 同　　前
高等小学校教科用図書表
教科目 図　書　名 冊数 出版年月日 著　者 発行者
修　身 修正高等小学
　修身書　児童用
4明治33年12月25日
　　　　修正4版
金港堂 金港堂
高等小学修身書
　　　　　教師用
4明治32年12月31日
　　　　訂正再版
同　前 同　　前
末松氏　修身女訓
　　　　　生徒用
4明治26年9月14日
　　　　訂正再版
末松　謙澄 末松謙澄
同　　前　教師用 4明治26年12月31日
　　　　訂正再版
同　前 同　　前
ヨ士　　圭員冗　　日 修正小学読本
　　　　　高等科
8明治34年1月18日
　　　　修正8版
金港堂 金港堂
明治35年（1902）4月1日より施行
前表中改正したもの
　　　　　　高等小学校教科用図書表
教科目 図　書　名 冊数 出版年月日 著　者 発行者
地　理 修正新定地誌 4明治34年11月14日
　　　　修正8版
金港堂 金港堂
修正新定地誌附図 2 同　　前 同　前 同　　前
歴　史 修正小学日本国史
甲種　乙種補習
6明治34年11月12日
　　　　修正4版
中根淑 金港堂
理科 新撰小学理科書 4明治34年5月31日
　　　　修正4版
学海指針社 集英堂
明治28年（1895）4月1日使用小学校教科書は，それ以前から継続のもの
を除外して，金港堂発行4　辻太発行1　学海指針社（小林八郎）発行1
　　　　　　　　　　－25一
文学社（小林義則）発行1　内藤恒右衛門発行1　高等小学校教科書は，学
海指針社（小林八郎）発行6　文学社（小林義則）発行4　辻太発行3　金
港堂発行2　神戸直吉発行2　末松謙澄発行1　内藤恒右衛門発行1　吉川
半七発行1　丸山義山発行1　八尾新助発行1　（但教師用書を除く）
　明治33年（1900）4月1日使用小学校教科書は，それ以前から継続のもの
を除外して，金港堂発行4　大日本図書株式会社発行1　下野私立教育会発
行1　高等小学校教科書は金港堂発行3　文学社（小林義則）発行3　大日
本図書株式会社発行2　学海指針社（小林八郎）発行1　下野私立教育会発
行1（但教師用書を除く）と，金港堂発行の図書は28年（1895）度に比して3
3年（1900）度は1増加し，学海指針社（小林八郎）発行図書は同じくノ1・学校
1　高等小学校5　合計6を減じた。学海指針社は後の集英社である。1度
採用されると5年問は継続する（6）。その利益が莫大であっただけに社主小
林八郎のあせりや思うべきであった。
3．教科書採用に係る贈収賄摘発さる
　教科書疑獄事件は，明治35年（1902）12月17日未明，金港堂，集英社，普
及社等の大手教科書会社が一斉に家宅捜索を受け，三重・石川・静岡の三県
を歴任した休職視学官村上幹当・群馬県群馬郡の郡視学官太田鶴雄が被告人
として拘引されたほか，前記3社の社員宅等あわせて20ヵ所ほどが家宅捜索
されたにはじまる。
　だが，その前ぶれとでもいうべき，漢文廃止にともなう教科書問題が，東
京参事会員収賄事件にともなう新聞紙の星亨への誹諺攻撃のさなかの，明治
33年12月から34年1月にかけて報ぜられている。33年（1900〉12月5日の日
本新聞（6）は「漢文科廃止の賛否両意見」と題して，漢文科廃止論者と，廃
止反対論者の論点を列挙して報じているが，34年1月6日報知新聞（7）は「
中学漢文科廃止に決定・某当局者早くも書騨と結託す」と。文部省は来る4
月より漢文科を廃止する予定であるが，某当局者がこれを神田裏神保町の某
書騨に通じ，同書騨は漢文科廃止にともなって使用することとなる新しい国
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語科教科書を製造させていると報じ（8），34年1月13日同紙は「中等教科書
売込運動猛烈・文部省の運動禁止令の威力疑はる」（9）と，中学校漢文科廃
止の説が伝わるとともに，書犀の教科書売込運動が火の手をあげようとする
形勢にあり，本紙がすでに報道した書犀の如きは，すでにさかんに運動いた
るところに醜聲をもらしているとのべ，その前日，すなわち34年（1901）1
月12日，文部省令2号によって小学校令施行規則63条に2・3項を追加して，
教科書採用に係る贈収賄に対する罰則を強化し，即日実施したその罰則を紹
介し，　「改正通り果して之を励行するの手腕，現当局者に在らば，書犀に取
りては実際容易ならざる打撃を被るべし」とのべ，1月19日には「教科書の
運動一斑」と題して
　　教科書問題に関する醜聞は久しきものにて，文部省も之を取締る為め省
　令を発したるが，事実の上に寸効無く，愛媛県に於ては今回全国に卒先し
　て教科書変更の先登を為せり
と，その変更によって利益をうける金港堂は，愛媛県視学官，松山中学校長，
同県政友会支部幹事に1万円を提供する筈にて，すでにその1割の1千円を
手金として納めたと，それぞれの方面でうわさしているだけでなく，国光社
其の他の書騨においても同様橋渡しの最中であるというと報じ（10），1月21
日同紙は「文部省の運動禁圧令何のその・依然教科書審査の醜怪沙汰・当局
イキリ立って遂に告発を決意」と題して，教科書汚職を報じている。
　島根県会は，明治34年11月16日通常県会において，簸川中学校分校建築問
題と小学校教科用図書審査の収賄問題を以て，金尾稜厳知事不信任の決議を
なし，内務大臣に知事交迭の決議書を提出しているが，その収賄問題につい
ては
　　小学校教科用図書審査二際シ現任知事及部下ノ官吏力書蝉ヨリ収賄シタ
　リトノ醜聞アルニ拘ラス現任知事ハ之ヲ等閑二附シ何等ノ措置ヲ為サ・ル
　事
として「本年9月わずか1周日で審査及採決を結了したが，その後東京及地
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方発行の諸新聞において，現任知事はじめ審査会員たる部下が，書騨より賄
賂を収受したとの醜聞屡々掲載論議し！11）県民もために疑倶の念を抱き，県
下の教育界物議紛々たるに拘らず，現任知事はこれを顧る色もなく，部下の
官吏に対して監督の責任を尽していない」とのべている。
　この県会の不信任決議に対して，知事金尾稜厳は9日問の停会を命じ，内
務大臣に県会の解散を申請し，内務大臣男爵内海忠勝は府県制第131条により，
県会の解散を命ずるにいたった！12）新聞面をにぎわし，県会の決議やその解
散事件に発展したこの汚職事件に対し，検事局は動かなかったが，このこと
は来るべき教科書事件のさきがけをなすものであった。島根県知事金尾稜厳
が休職を命ぜられたのは，これより1年後の明治35年10月4日であり，教科
書不正事件によって起訴されたのはその後のことであった。
　さきにのべた35年（1902）12月17日の一斉捜査にはじまって，実に県知事，
代議士，文部省図書審査官，府県書記官，県属，高等師範学校教授，視学官，
郡視学，師範学校長，師範学校教諭，高等女学校長，県会議員，弁護士，軍
人，教科書会社社長，会社員等予審に付された者152名にのぼっている。府県
視学官，府県視学は明治32年（1899）6月15日勅令253号による地方官制改正
により設けられたものであり，視学官33名にのぼる逮捕者を出したというこ
とは，それだけですでに33府県にわたっていたことを物語るものであるが，
実に逮捕者の出なかった県は，鹿児島・熊本・福岡・鳥取・高知・神奈川・
山形県の7県のみであり，この全国的な教科書疑獄事件は，既に35年の1月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，頃より東京地方裁判所検事局が探知していたのだが，事の重大さに鑑みて，
12月まで慎重に調査が重ねられてきたものであった。　罪状は，現金・公債
証書，物品等の贈収賄が主なものであり，この事件に関連した出版社は，金
港堂・集英社・普及舎・文学社・国光社・富山房等がその主なものであって，
その教科書を採用した府県は次の通りである。
　普及舎発行
修身科　東京・埼玉・千葉・群馬・長野・宮城・福島・秋田・三重・徳島
　　　　　　　　　　　　　一28一
　　・愛媛・熊本・鹿児島・茨城・山形・京都　16府県
読方科　青森・富山・群馬・長野・埼玉・大阪・兵庫・鳥取・島根・長崎
　　・福岡　11府県
習字科　埼玉・群馬・青森・大阪・兵庫・島根・長崎・福岡・鳥取　9府
　　県
図画科　北海道・鳥取　1道1県
　文学社発行
修身科
読方科
作文科
習字科
算術科
新潟・千葉
北海道・高知
岐阜　1県
栃木　1県
滋賀・福島
2県
・大分・岩手・奈良・神奈川・福井 1道6県
　　　　　　　　2県
図画科　東京・群馬・山梨・長野・宮城・福島・山形・秋田・岐阜・石川
　　・富山・島根・広島・山口・新潟・兵庫・三重・滋賀・鳥取・熊本
　　・千葉・香川・佐賀・愛媛・鹿児島　25府県
　金港堂発行
修身科　埼玉・静岡・山梨・長野・宮崎・福島・青森・秋田・愛媛・富山
　　・島根・栃木・山口・熊本・大阪・石川・広島・長崎・岐阜・鹿児
　　島20府県
読方科　東京・茨城・兵庫・長崎・福岡・岩手・秋田・愛知・滋賀・和歌
　　山・愛媛・佐賀・宮崎・栃木・静岡・山形・奈良・福井・香川　19
　　府県
習字科　東京・岩手・秋田・愛知・宮崎・新潟・山形・香川・愛媛　9府
　　県
算術科　新潟・千葉・北海道・京都・香川　1道4府県
図画科　埼玉・群馬・山梨・北海道・岩手・青森・大阪・愛知・広島・高
　　知・鹿児島　1道10府県
　集英堂発行
　　　　　　　　　　　一29一
　修身科　山梨・青森・愛知・滋賀・佐賀・北海道・山形・京都・大阪・兵
　　　庫・香川・長崎・福島・大分　1道13府県
　読方科　新潟！京都・香川・大分・宮崎・福島・三重・岐阜・徳島・鹿児
　　　島10府県
　習字科　宮城・福島・三重・京都・鹿児島・香川　6府県
　算術科　岐阜・静岡・山梨・秋田・青森・鳥取・島根・岡山・愛媛・宮崎
　　　・鹿児島　11県
　図画科　京都・大阪・高知・福岡　4府県
　　国光社発行
　修身科　宮城・福井・和歌山・島根・福岡・沖縄　6県
　読方科　茨城・広島　2県
　富山房発行
　読方科　新潟・山梨・京都・岡山・山口・大分・熊本・高知　8府県
　習字科　山梨・京都・滋賀・山口・高知　5府県
　上記の各書店は何れも当時の大出版店であって，その発行する教科書は全
国で使用する冊数の大部分をしめるものであった。全国小学校生徒の使用す
る教科書の概数は文部省の調べによると次の通りである。
　尋常科用
　修身　400万冊　　読方　800万冊　　習字　800万冊
　高等科用
　修身　90万冊　　読方　180万冊　　習字　180万冊　　地理　90万冊
　歴史　　90万冊　　理科　　90万冊　　図画　180万冊　　算術　90万冊
　すなわち尋常科用2，000万冊，高等科用990万冊，総計2，990万冊である。ま
た代価は標準価格として，尋常読本12銭，高等読本21銭5厘，尋常修身15銭，
高等修身25銭であった！14）
4．栃木県知事溝部惟幾とその政治的背景
栃木県関係では，栃木県知事溝部惟幾，前代議士横尾輝吉（当時衆議院は
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解散中であったから，前代議士ということになる），宇都宮高等女学校長小堀
源らが逮捕されたほか，元足利小学校長足助重蒔が三重県視学時代の収賄に
より，栃木県出身の滋賀県視学官矢板寛らも逮捕されたが，このほか〈罪跡
明らかにして，捕縛されるまでになっているもの4～5名はあるであろうが，
溝部前知事が口を開かないうちは捕縛されないであろう＞と噂（15）されてい
る。
　各県の汚職事件のうちもっとも大規模で乱脈だったのは前述の島根県であ
ったが，栃木県知事溝部惟幾と前代議士横尾輝吉の場合は，まさに三国志中
の一場面をほうふつとさせるものであった。
　溝部惟幾は，慶応義塾在学中同窓の友であった集英堂社員永田一茂の紹介
により，明治32年集英社社主小林八郎と知りあった。その後，小林より栃木
県小学校教科用図書審査に際し，集英社出版の書籍を採用してくれるようそ
の尽力方を依頼された。すでにのべたように集英堂は，栃木県の小学校教科
書採用に関する金港堂の攻勢に危機感をつのらせていた。溝部が栃木県知事
に任用されたことは，失地を奪回する好機であった。
　溝部は明治33年（1900）1月10日上京したとき，神田区淡路町の旅宿より，
かねて世評を避けるため諜しおいた小林の2男の13歳になる堀内熊雄に「御
本業の職につき御耳に入れおきたい云々」との手紙を出した。小林はこの書
状によって，翌11日溝部をその旅宿に訪ねた。溝部は近日中審査会が開かれ
ることをもらし，かつ金1，000円を収賄することを承諾し，小林は同日その金
を状箱に入れて，社員永山一茂に届けさせた。1月28日に審査会を開会する
ことが決定すると溝部は，小林の知人である日光銀行支配人羽佐田義をして，
永田に急報せしめた。小林は永田その他の社員をひきいて，宇都宮の栃木県
知事官舎を訪れ，溝部・小林は密談数刻，溝部は当時栃木県参事会員にして
図書審査委員であった横尾輝吉にあて，某鉄道問題（16）にかこつけて永山一
茂の紹介状を書いた。この横尾輝吉に宛てて紹介状を書いたことは，収賄の
常助をなしたことになるかどうかということは，証愚不十分を以て免訴とな
った！17）が収賄を以て重禁鋼2ヵ月に処せられ，獄中に病んで没したのも
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あわれであった。
　横尾輝吉は，金500円を収受した罪状は明らかであったが，前述のように33
年8月から県名誉職参事会員は審査員中から除去されていたので，収賄罪は
成立しなかった。横尾の収賄が発覚したのは，横尾は教科書審査会に，集英
社の図書採用を通じなかったので，集英社員の恨みをかって，洩らされてし
まったことによると伝えられているが，おそらく押収書類中から発覚したも
のであろう。さらに溝部の収賄が発覚したのは，横尾が取調べをうけたとき，
溝部からの集英社社員の紹介状を，さりげなく見せてしまったことによると
いう。
　溝部惟幾は，生粋の長州藩士（萩藩士〉であり，長州藩閥の前途を嘱望さ
れた人物であった。故にのちの教科書国定化にそなえ，長州藩閥への攻撃を
回避するための犠牲にされたと見るむきもあるが，彼は慶応義塾大学卒業後
一時マスコミ界で活躍，星亨に信頼されて，星亨の秘蔵っ子として将来を嘱
望された。明治21年（1888）島根県書記官（第2部長）となり，ついで福井
県内務部長となり，32年10月13日，41歳にして栃木県知事に任ぜられた。
　星亨が同じ自由党系ながら，反星の牙城をなしている新井章吾一派を押え
こむことと，横尾輝吉ら旧改進党系を一掃することを目的として送りこんだ
ものであった。星亨は明治25年（1892）2月，第2回の衆議院議員選挙に，
栃木県第一区（18）から自由党公認として出馬，同党の横堀三子と，同志相喰
む選挙戦を展開して圧勝，衆議院議長となって，星を二字とした日生将軍の
名をほしいままにした。
　栃木県自由党の将帥新井章吾は，大阪事件の首謀者として捕えられ，投獄
されていたが，出獄後一層人望を加えて勢力をのばし，これに同志横堀三子
・中山丹次郎・田村順之助・岩崎万次郎を加えて，自由党は破竹の勢いであ
り，明治23年7月1日の総選挙の結果は，第3区（19）において，改進党の田
中正造が当選したのみで，あとはすべて自由党が独占した。
　しかし，第2回選挙に星が第1区より出馬することによって形勢は変り，
改進党に漁夫の利をもたらした。
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　星は自由党内の中山丹次郎・塩田奥造らと結び，さらに改進党の横尾輝吉
と盟約して，反新井派を形成した。明治25年（1892）3月の県会議員半数改
選の結果は，自由党星派11，新井派18，改進党9，27年（1894）3，月の半数
改選の結果は，自由党星派12，新井派19，改進党8となったが，横尾は今度
は自由党星派との提携を絶って，自由党新井派と結び，横尾が議長となった。
　星の横尾に対する恨みは骨髄に達した。溝部が32年（1899）1月13日栃木
県知事に任命されたのは，星の画策によるものであり，横尾のひきいる旧改
進系つぶしにあった。
　だから32年6月改正府県制にもとずく県会議員選挙の際には，溝部ははげ
しく選挙干渉を行ったが，結果は知事のねらいを裏切って，横尾のひきいる
憲政本党は実に16，星派と新井派が対立している憲政党は14，中立2という
ことになった。新制度（20）にもとずく単記制と，横尾の6郡同盟という奇策
の結果であった。
　溝部惟幾は，たんに星亨の知遇をうけたばかりではない。彼自身星に相似
た政治的手腕の持主であった。
　溝部赴任の前年31年（1898）12月18日，栃木県会は知事萩野左門に対して
「遊廓制度ノ儀二付建議書」を提出している。建議者は横尾輝吉（進歩党）ら。
議長は榊原経武（進歩党）であった。貸座敷営業者は街路に接し，他の商工
業者と店舗を交へ公然営業を営むのは，国の体面を害し，国民の風紀を紫す
というのであった。溝部は赴任すると早速この建議にのっとって，32年9月
15日「遊廓設置規則」を上程した。ところが同案は，これまで免許地のうち
5ヵ所を廃止し，9ヵ所を増設するという差引4ヵ所の増設案であった！21）
　県会には横尾輝吉ら廃娼論者が多かったから，これはたちまち県会の好餌
となった。溝部は「取捨選択方針を定めて調査した結果自然増加したのであ
る」と答えたが，議会の追究はそんな答弁ではうけつけぬきびしさがあった。
　さきにのべたように33年（1900）11月から34年（1901）5月にかけて，東
京市参事会員汚職にからんで，新聞紙の星攻撃のすさまじさは，前述のよう
に伊庭想太郎による星の刺殺事件までひき起させるにいたるのであるが，こ
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れも溝部には心理的に不利に働いたことであろう。
　溝部が，とくに集英社の社員を横尾に紹介したのも，横尾を買収する必要
を感じての秘策だった。それがすっかり裏目に出たことになる。しかも皮肉
なことに，横尾は官吏にあらざりしことをもって無罪となった。
　それにしても36年（1903）1日17日日本新聞は，その賄賂の額の最近の平
均相場として「府県知事1名1万円以上3万円，師範学校長1名3千円以上
5千円，師範学校の教諭若くは附属主事にて2千円を通常とす」，とのべてい
るのはいささか過大としても，溝部はわずか1千円でその名をけがしたあげ
く獄中に病没したのである。だが，明治36年（1903）4月における県立宇都
宮中学校校長笹川種郎（臨風）の年俸が1，200円，県立栃木中学校校長劉須
の年俸は800円であり，小学校の代用教員の月俸は3円50銭から12円であっ
た（22）ことを考えれ賦やはり多額であったといえよう。
5．反対の聲無くして制定された国定教科書制度
　国定教科書という発想は，この教科書事件によってはじめて起ったもので
はない。日清戦争は国家主義思想を高揚させることになり，すでに明治29年
（1896）2月4日第9議会に貴族院において，馬屋原彰らが「小学校用修身科
ノ教育タルヤ国家二至大ノ関係ヲ有スルモノアルニ依リソノ教育ヲ施スニ必
要ナル教科用図書ハ国費ヲ以テ完全ナルモノヲ編纂シソノ教育二欠点ナキヲ
期セザルベカラズ」と，　「国費ヲ以テ小学校修身教科用図書ヲ編纂スルノ建
議案」を提出，建議案は賛成多数をもって採択されている。ついで30年（18
97）3，月第10議会に貴族院において，多額納税議員小暮英三郎は「国費ヲ以
テ教科用図書ヲ編纂スルノ建議案」，32年（1899）2月第13回議会の衆議院に
おいて，憲政党の安藤亀太郎は「小学校修身書二関スル建議案」を提出，34
年（1901〉2月第15回議会の衆議院に，憲政本党の星松三郎は「小学教育ノ国
家二至大ノ関係ヲ有スルヤ敢テ論スルヲ待タス　故二現行小学校用図書審査
会ノ制ヲ廃止シ小学校用教科書ハ国費ヲ以テ編纂セラレンコトヲ望ム」と，
「現行小学校用図書審査会ノ制ヲ廃シ新二国費ヲ以テ小学校用教科書ヲ編纂ス
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ルノ建議案」を提出，小学校図書審査会のありさまについて，「其景状ハ殆ド
醜聞耳ヲ蔽フニ足ラザル位ノ有様デアル」とのべている。そして本稿冒頭に
のべたように明治36年（1903）4月13日勅令74号を以て小学校令を改正，小
学校図書審査会を廃止し，国定教科書制となし，37年（1904）4月1日より
実施すべき旨を公布するにいたった。
　国定教科書制への要求は国家意識の高まりとともに，前述のような大規模
な教科書事件によってほとんど国民すべての世論となっていた。満を持して
動かなかった当局者の狙いがあたったというべきか，まったくいささかの反
対もなくというより，国民すべての待望裡に国定教科制を施行することがで
きた。
　「最も困難なるは，其の従来の習慣を破りて之を民間書蜂の手中より取上
　ぐるあらんか，数多の教科書蜂は従来占領せる非常の利害を失ふものなる
　に依り，何れも共同一致して極力反対を試むるや必せり」（23）
との惧れも杞憂におわった。この大検挙は教科書会社の反対を封するに充分
な打撃を与えることになっただけではない。
　「近々発布せらるべき国定教科用図書醗刻に関して，文部省が先ず見本と
　して公示さるべき教科書は，紙質体裁製本といひ，之を従来坊間にて販売
　し来れるものに比し，殆ど雲泥の差あるのみならず，定価も高等科用は5
　割，尋常科用は4割位の安価となれる割合なれば，高等科10銭，尋常科6
　銭位にて発売し得らるべき見込の由なり」（24）
と，むしろ庶民は教科書が廉価になるのを喜んだ。
　国定教科書はかくて昭和22年（1947）の文部省著作の教科書が出されたの
を最後とし，昭和24年（1949）からは22年に公布された学校教育法にもとず
く検定制とかわった。平成元年10月3日には，昭和40年（1965）提訴以来第
3次訴訟に及び，第3次訴訟以来でも5年8ヵ月32回に及ぶ口頭弁論を重ね
た家永三郎東京教育大学名誉教授の，いわゆる「家永教科書訴訟」に対する
東京地方裁判所の判決も下された。検定制度はやむを得ないとして，どこま
で許されるのか，あるいはこれは一方には一度握った権限を墨守し，さらに
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強化しようとする意識があり，一方には科学の進歩に伴う生産構造の変化が
ある限り，永遠に続く間題かも知れない。そして将来においても，教科書採
用に係る贈収賄が広汎に行われ，それが問題となるようなことがあると，国
定教科書待望論がおこらないでもない。義務教育の教科書は，現在広域採択，
即ち府県単位の採用となっている。高校へ進学した場合も，移住による転校
の場合も，その方が良いという理由からであるが，さらにこれは全国一斉テ
ストなどの場合を考えると全国同じ教科書の方が学童のためになる。さらに
無料で配布していること故，文部省で発行すれば原価も引き下げられる，な
どという論議がおこらないとも限らないのである。
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The textbooks scandal 
- The process to state textbooks Tokuhisa Higano 
1 Introduction 
2.The government's elementary school's textbook inspection system (, for restrain 
the corruptron of selectung textbooks) 
3.The bribery of selectmg textbooks was disclosed 
4.Iiku Mizobe, Govermor of Tochigi Prefecture and his polrtical background 
5.The system of state textbooks was establlshed with no objection 
Outline 
In elementary school, chrldren used the state textbooks from 1904 to 1949. 
In 1965, Saburo lenaga, a professor emeritus at the former Tokyo Umversity of 
Education went to law against the government's textbook screening system. He 
insisted that the textbook screenmg system violated his freedom of expression and 
academic freedom as provlded by the Constitution. Tokyo District Court ruled on 
the 3rd October In 1989. The lawsurt continued for 24 years. How long the lawsuit 
IsT. 
The system of the state textbooks was begum in 1904, for restrain the corruption 
of selectlng textbooks. And the system caused the court trial. 
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